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山
寺
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
教
職
員

は
、
今
年
も
、
全
校
児
童
劇
『
山
寺
物
語
』

を
演
じ
た
。
★
「
山
寺
物
語
」
は
齢

よ
わ
い

50
を

過
ぎ
、
当
時
の
小
学
校
高
学
年
児
童
は
既
に

還
暦
を
迎
え
て
い
る
★
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ

ば
、「
私
も
、
一
年
生
の
時
、
う
さ
ぎ
に
な

っ
て
逃
げ
ま
わ
っ
た
」、「
あ
、
息
子
に
動

物
の
衣
装
を
つ
く
っ
て
や
っ
た
っ
け
」
と

思
い
出
さ
れ
る
親
御
さ
ん
が
お
ら
れ
る
は

ず
・
・
・
・
・
・
で
あ
る
★
山
寺
物
語
は
、

昭
和
44
年
（
一
九
六
九
年
）
11
月
23
日
、
秋

晴
れ
の
暖
か
い
陽
ざ
し
の
も
と
、
旧
校
舎
の

グ
ラ
ン
ド
で
二
百
名
余
の
全
児
童
で
演
じ
た
。

こ
れ
が
初
演
で
あ
る
★
「
山
寺
物
語
」
に
は
、

昭
和
39
年
（
一
九
六
四
年
）、
創
立
記
念
日

の
学
芸
会
で
、
当
時
の
四
年
二
組
の
子
ど
も

た
ち
が
自
分
た
ち
の
創
作
「
シ
ナ
リ
オ
」
で

演
じ
た
前
史
も
あ
る
★
「
山
寺
物
語
」
の
継

続
発
表
は
、
山
寺
小
学
校
の
貴
重
で
確
か
な

誇
り
う
る
山
寺
の
文
化
活
動
で
あ
る
★
六
年

間
演
じ
、
子
ど
も
達
は
山
寺
の
歴
史
を
体
で

学
ん
で
い
る
。
正
真
正
銘
の
山
寺
小
学
校
の

伝
統
で
あ
る
。
こ
の
伝
統
が
、
山
寺
小
学
校

の
「
天
台
の
み
ち
探
索
」
活
動
を
生
み
★
山

寺
中
学
校
の
磐
司
太
鼓
演
奏
（
日
本
公
務
員

弘
済
会
山
形
支
部
の
第
10
回
山
形
未
来
賞
受

賞
）、
外
国
人
対
象
の
ガ
イ
ド
活
動
へ
と
進

化
し
て
き
た
★
今
年
、
学
校
文
化
祭
で
、
佐

藤
山
形
市
長
、
荒
澤
教
育
長
の
激
励
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。

☆
　

輝
け
、
山
寺
小
中
学
校
の
文
化
活
動
概

輝け、山寺小中学校輝け、山寺小中学校
諭し諭し

贈りもの贈りもの

しし踊りしし踊り 石切り踊り石切り踊り

山寺小「山寺物語」山寺小「山寺物語」

山寺中「磐司太鼓」山寺中「磐司太鼓」



天井裏の棟札

幕下流水紅葉

狐格子と桜懸魚（さくらげぎょ） 門扉（もんぴ）の桜

きざはし

おまた石

座敷からの眺望

格天井と紙壁

卓・椅子・絨毯

　

明
治
41
年
９
月
18
日
の
山
寺
行
啓
で
、

東
宮
嘉よ

し

仁ひ
と

親
王
（
後
の
大
正
天
皇
）
は
、

山
寺
の
景
観
に
感
動
、「
も
う
一
度
来
た

い
」
と
、
お
言
葉
を
残
し
た
。
こ
の
お
言

葉
が
、
山
寺
の
振
興
・
発
展
、
観
光
山
寺

の
契
機
と
な
っ
た
。

　

こ
の
象
徴
と
し
て
、
行
在
所
が
「
山
寺

行
啓
記
念
殿
」
と
し
て
、
麓
か
ら
の
眺
望

に
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
立
石
寺
境
内
の
最

も
眺
め
の
よ
い

場
所
に
立
っ
て

い
る
。

　

行
啓
の
実
現

に
力
を
注
が
れ

た
当
時
の
村
長

伊
澤
三
右
衛
門

栄
次
氏
は
、「
後

世
、
子
孫
を
し

て
そ
の
余
栄
を

仰
が
し
む
べ
き

か
に
つ
い
て
考

慮
を
重
ね
実
行

を
決
め
た
」
と
、

そ
の
著
書
に
書
き
の
こ
さ
れ
た
。

　

記
念
殿
は
落
成
時
か
ら
既
に
100
年
を
超

し
、
文
化
財
指
定
条
件
（
築
50
年
以
上
）

を
満
た
し
て
い
た
。
行
啓
へ
の
思
い
を
後

世
に
伝
え
た
山
形
、
天
童
、
中
山
、
山
辺

二
市
二
町
、
地
元
山
寺
の
先
人
達
の
強
い

思
い
を
く
み
、
地
元
山
寺
が
保
存
要
望
を

山
形
市
に
請
願
し
た
。
平
成
28
年
11
月
21

日
、
山
形
市
は
「
山
寺
行
啓
記
念
殿
」
を

82
件
目
の
「
市
文
化
財
」
に
指
定
し
た
。

　

東
北
芸
工
大
志
村
直
愛
教
授
、
山
形
工

科
短
期
大
学
校
小
幡
知
之
教
授
の
山
寺
行

啓
記
念
殿
の
調
査
報
告
書
か
ら
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
見
て
み
よ
う
。

　

『
山
寺
行
啓
記
念
殿
は
★
大
正
天
皇
行

啓
の
た
め
に
だ
け
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

全
国
的
に
み
て
も
山
寺
だ
け
に
し
か
存
在

し
な
い
★
「
記
念
殿
」
は
御
所
紫し

宸し
ん

殿で
ん

を

手
本
に
し
て
い
る
。

当
時
の
工
事
関
係
者

の
思
い
が
う
か
が
え

る
状
態
で
残
さ
れ
て

い
る
貴
重
な
建
物
で

あ
る
★
「
記
念
殿
」

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
状
態

で
保
存
さ
れ
、
日
本

近
代
史
、
建
築
史
の

研
究
に
と
っ
て
大
き

な
意
義
を
も
っ
て
い

る
。
全
国
の
同
時
期

の
建
物
の
ほ
と
ん
ど

が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
本
建
物
も
同
等
の
価
値

を
持
つ
★
天
井
裏
に
残
る
棟む

な

札ふ
だ

に
は
、
上

棟
が
明
治
41
年
９
月
９
日
と
あ
る
。
行
啓

が
内
定
し
た
の
が
明
治
41
年
７
月
７
日
、

行
啓
が
９
月
18
日
、
記
念
殿
の
竣
工
は
そ

の
直
前
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い

る
。
約
二
ヶ
月
で
竣
工
さ
せ
た
の
だ
か
ら

突
貫
工
事
だ
っ
た
。
建
築
に
携
わ
っ
た
人

物
も
特
定
で
き
る
★
さ
ら
に
、
行
啓
か
ら

ほ
ぼ
90
年
の
間
、
毎
年
記
念
殿
を
活
用

し
、
行
啓
記
念
関
係
行
事
が
行
な
わ
れ

て
も
き
た
★
優
れ
た
意い

匠し
ょ
う（

デ
ザ
イ
ン
）、

構
法
、
材
料
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
』

　
　

こ
の
度
の
「
山
寺
行
啓
記
念
殿
」
の

　

文
化
財
指
定
を
契
機
に
、
定
期
的
な
公

　

開
を
実
施
し
、
広
く
市
民
に
開
か
れ
た

　

活
用
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

　

の
山
寺
地
区
の
課
題
な
る
。

　
　

既
に
、
一
昨
年
か
ら
一
般
公
開
二
回
、

　

映
画
（
３
月
の
ラ
イ
オ
ン
）・
テ
レ
ビ

　

の
番
組
撮
影
場
所
と
し
て
活
用
。
ま
た

　

今
年
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
る
。

山寺行啓記念殿山寺行啓記念殿
山形市文化財に指定山形市文化財に指定

平成29年1月1日現在　山寺戸数436戸　総人口1,242人 （男599人　女643人） 市統計より
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平
成
28
年
５
月
10
日
、
日
本
地
質
学
会

は
「
学
術
的
に
重
要
で
、
市
民
の
多
く
が

受
け
入
れ
や
す
い
石
を
選
び
、
大
地
の
歴

史
と
成
り
立
ち
を
知
っ
て
、
郷
土
の
地
質

を
愛
し
て
欲
し
い
」（
日
本
地
質
学
会
斎

藤
真
常
務
理
事
談
）
と
い
う
主
旨
で
、
47

都
道
府
県
か
ら
各
県
三
点
の
『
県
の
石
』

を
選
定
、
発
表
し
た
。

　

山
形
県
か
ら
は
、

山
形
市
山
寺
の

『
デ
イ
サ
イ
ト
凝

灰
岩
』、
小
国
町

の
「
そ
ろ
ば
ん
玉

石
」、
大
江
町
の

大
型
哺
乳
類
「
ヤ

マ
ガ
タ
カ
イ
ギ
ュ

ウ
」
が
選
ば
れ
た
。

　

山
寺
地
内
の
岩

塊
が
「
県
の
石
」

の
１
つ
に
選
定
さ

れ
た
こ
と
は
、
こ

の
上
な
い
幸
運
で

あ
る
。

　

『
デ
イ
サ
イ
ト

凝
灰
岩
』
は
、
全
国
で
見
ら
れ
る
平
凡
な

岩
塊
で
あ
る
。
そ
の
石
の
代
表
と
し
て
、

山
寺
の
凝
灰
岩
が
「
県
の
石
」
に
選
定
さ

れ
た
。
こ
の
意
義
を
、
我
々
山
寺
地
区
民

は
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
、
今
後
の
山
寺

振
興
に
強
く
結
び
つ
け
て
い
く
べ
き
慶
事

で
あ
る
。

　

デ
イ
サ
イ
ト
凝
灰
岩
（
以
後
、
凝
灰
岩

と
略
す
）
は
、
約
800
万
年
前
、
陸
化
し
つ

つ
あ
っ
た
奥
羽
山
脈
の
山
々
が
噴
火
し
た

際
の
火か

砕さ
い

流
り
ゅ
う

堆た
い

積せ
き

物ぶ
つ

で
、
虫
食
い
状
の

奇
異
な
洞
穴
を
つ
く
る
の
が
そ
の
特
徴
で

あ
る
。
山
寺
の
虫
食
い
状
の
穴
を
も
つ
岩

塊
や
河
床
に
露
出
し
て
い
る
岩
盤
等
、
す

べ
て
が
凝
灰
岩
で
あ
る
。
山
寺
の
景
観
は
、

こ
の
凝
灰
岩
が
つ
く
っ
て
い
る
。

　

山
寺
の
凝
灰
岩
は
、
そ

の
岩
肌
か
ら
奇
岩
怪
石
と

し
て
、縄
文
の
昔
か
ら「
神

と
人
間
」、「
死
霊
と
生
霊
」

を
宿
す
聖
石
と
し
て
信
仰

の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。

　

『
平
安
前
期
、
マ
タ
ギ

の
頭
領
磐
司
磐
三
郎
が
支

配
し
て
い
た
山
寺
を
、
中

央
朝
廷
の
命
を
受
け
た
円

仁
が
磐
司
磐
三
郎
か
ら
譲

り
受
け
る
。
仏
教
で
教
化

し
、
仏
教
の
聖
地
に
す
る

た
め
、
山
寺
で
最
も
大
き

な
岩
で
香
を
焚
き
山
々
を

浄
め
た
。
そ
の
岩
が
香
の

岩
』
と
、
山
寺
開
山
伝
承
は
語
り
伝
え
る
。

　

山
寺
を
訪
れ
た
俳
聖
松
尾
芭
蕉
は
、
亡

き
人
へ
の
思
い
を
重
ね
な
が
ら
凝
灰
岩
の

石
段
を
踏
み
登
り
、
秀
句
供
閑
さ
や
岩
に

し
み
入
る
蝉
の
声
僑
を
詠
ん
だ
。

　

こ
の
「
県
の
石
」
選
定
で
、
山
寺
の
信

仰
、
景
観
、
史
跡
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ

れ
、
輝
き
が
増
す
よ
う
期
待
し
た
い
。

　

◆
要
望
進
展

　

今
年
度
、
積
極
的
に
行
政
当
局
に
要
望

活
動
を
行
い
、
前
進
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。

※
　

道
路
で
は
、
市
道
中
嶋
線
の
改
修
が
、

　

平
成
29
年
度
全
線
完
成
に
目
途
が
つ
い

　

た
。

※
　

県
道
山
形
山
寺
線
宮
崎
地
内
歩
道
拡

　

幅
は
、
今
年
度
に
設
計
変
更
を
行
な
い
、

　

平
成
30
年
度
着
工
、
完
成
に
向
け
、
具

　

体
的
な
事
業
推
進
が
な
さ
れ
る
見
込
み

　

と
な
っ
た
　

※
　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
平
成
29
年

　

度
か
ら
、
山
形
市
が
捕
獲
等
に
直
接
か

　

か
わ
る
「
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
」
を

　

組
織
し
、
対
策
推
進
を
強
化
す
る
こ
と

　

と
な
っ
た
。

※
　

環
境
対
策
は
、
去
所
山
一
帯
の
悪
臭

　

対
策
に
つ
い
て
は
、
地
元
山
寺
で
は
臭

　

気
発
生
時
の
記
録
活
動
、
山
形
市
で
は

　

先
進
的
な
畜
産
事
業
所
の
見
学
・
調
査

　

活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

◆
山
寺
地
内
交
流
活
動
深
ま
る

　

山
寺
地
区
歓
送
迎
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
、
敬
老
会
、
文
化
祭
、
新
春
顔

合
わ
せ
の
集
い
等
々
、
多
く
の
参
加
者
を

得
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

◆
『
追
分
つ
つ
じ
苑
』
整
備
進
む

　

追
分
花
壇
を
、
山
形
県
み
ど
り
推
進
機

構
の
補
助
を
受
け
『
つ
つ
じ
苑
』
に
整
備

替
え
し
た
。
４
月
30
日
、
山
寺
地
区
振
興

会
役
員
総
出
で
、
五
種
類
の
つ
つ
じ
を
植

栽
。
そ
の
後
、
水
や
り
・
除
草
、
雪
囲
い

作
業
等
を
適
宜
実
施
し
た
。

　

来
年
度
以
降
、
美
し
い
つ
つ
じ
が
咲
き
、

山
寺
へ
の
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

 

つ
つ
じ
の
雪
囲
い

　

つ
つ
じ
の
植
栽

元
気
な
山
寺

元
気
な
山
寺

    

住
み
や
す
い
山
寺
、前
進

住
み
や
す
い
山
寺
、前
進

元
気
な
山
寺

元
気
な
山
寺

    

住
み
や
す
い
山
寺
、前
進

住
み
や
す
い
山
寺
、前
進

山寺のデイサイト凝灰岩山寺のデイサイト凝灰岩
県の石に指定県の石に指定

焔
後
藤
　

政
悦
（
千
手
院
）

　

佐
藤
　

恒
也
（
芦
　

沢
）

　

増
子
　

和
宏
（
所
　

部
）

　

遠
藤
比
呂
美
・
滝
口
　

節
子〈
主
任
児
童
委
員
〉

　
　

新
任

　

森
谷
　

盛
克
（
中
地
蔵
・
地
蔵
堂
・
宮
崎
）

　

柏
倉
　

健
一
（
川
原
町
・
南
院
）

　

小
笠
原
　

仁
（
馬
　

形
）

　
　

退
任

　

石
川
　

麗
子
・
上
野
美
智
子
・
東
海
林
庄
六

民
生
委
員
児
童
委
員
（
28
年
12
月

　

 

～
３
年
間
）

平成28年度　山寺小・中学校の児童・生徒数 小学校48人（男21人、女27人）  中学校36人（男21人、女15人）
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表
彰
・
受
賞

会
　

長
　

伊
藤
　

忠
（
中
地
蔵
）

副
会
長
　

滝
口
　

昇
（
芦
沢
）

　
　
　
　

矢
萩
昭
夫
（
南
院
）

　
　
　
　

武
田
忠
男
（
南
院
）

役
　

員
　

冨
樫
政
利
（
中
地
蔵
）

　
　
　
　

布
施
敏
彦
・
布
施
秀
雄（
地
蔵
堂

）

　
　
　
　

矢
萩
和
弘
・
松
田
正
志（
宮
崎
）

　
　
　
　

後
藤
文
男
（
芦
沢
）

　
　
　
　

五
十
嵐
秀
夫
（
川
原
町
）

　
　
　
　

小
笠
原
光
男
・
後
藤
光
之（
馬
形
）

　
　
　
　

武
田
信
雄
・
武
田
政
廣（
所
部
）

　
　
　
　

武
田
憲
士
・
後
藤
武
弘（
千
手
院

）

監
　

事
　

滝
口
君
雄
（
芦
沢
）

　
　
　
　

水
野
　

徹
（
川
原
町
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
市
長
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
比
呂
美
（
中
地
蔵

）

・
山
形
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
富
士
子
（
千
手
院

）

・
平
成
27
年
度
県
統
計
功
労
者

　
　

経
済
産
業
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
キ
ヨ
子
（
地
蔵
堂

）

　
　

協
会
長
表
彰
　

遠
藤
和
彦
（
中
地
蔵

）

・
国
勢
調
査
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　

布
施
義
彌
（
宮
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
和
彦
（
中
地
蔵

）

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
貞
雄
（
馬
形
）

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
彌
右
衛
門

（
南
院
）

・
山
形
県
統
計
協
会
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
沢
　

浩
（
芦
沢
）

全
国
大
会
出
場

上
梓
さ
れ
た

上
梓
さ
れ
た

  

郷
土
誌

郷
土
誌
「
荒
谷
風
土
記
」

「
荒
谷
風
土
記
」

　

天
台
宗
の
宗
祖
最
澄
様
は
、
御

生
涯
の
最
後
に
、
弟
子
た
ち
に
向

か
っ
て
、「
つ
と
め
よ
、つ
と
め
よ
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
の
や
る
べ
き
事
を
毎

日
毎
日
、
お
こ
た
る
事
な
く
、
た

ゆ
ま
ず
続
け
な
さ
い
。
そ
の
努
力

が
や
が
て
、
き
っ
と
大
き
な
成
果

を
生
む
の
で
す
。
決
し
て
な
ま
け

て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。

今 味わう、先哲の言葉  
「
つ
と
め
よ
、つ
と
め
よ
」

        

立
石
寺
住
職　

清
原 

正
田

平
成
二
十
八
年
の
物
故
者

 

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

平
成
28
年
度 

振
興
会
役
員

〈
千
手
院
〉

・
後
藤
　

ま
さ
殿
　

・
後
藤
う
め
子
殿

・
後
藤
　

秀
子
殿
　

・
後
藤
ミ
ツ
エ
殿

〈
所
　

部
〉

・
伊
沢
　

や
え
殿
　

・
寒
河
江
幸
三
郎
殿

・
武
田
　
　

進
殿
　

〈
馬
　

形
〉

・
安
藤
　

光
一
殿
　

・
佐
藤
つ
る
ゑ
殿

〈
川
原
町
〉

・
遠
藤
と
し
子
殿

〈
南
　

院
〉

・
矢
萩
　

末
治
殿

〈
芦
　

沢
〉

・
柏
倉
　

重
子
殿
　

・
伊
澤
　

朝
子
殿

・
海
谷
　

好
雄
殿
　

・
菅
野
　

貞
治
殿

・
堀
川
　

栄
次
殿
　
　

〈
宮
　

崎
〉

・
原
田
正
三
郎
殿
　
　

〈
地
蔵
堂
〉

・
布
施
ひ
ろ
子
殿
　

・
布
施
長
四
郎
殿

〈
中
地
蔵
〉

・
後
藤
　
　

甫
殿
　

・
山
田
美
和
子
殿

・
小
笠
原
市
夫
殿

Congratulation!!
全国英語俳句大会  ～山寺芭蕉記念館～

　大会は、一般・大学生、高校生、中学生、外国人の４部門
で約1,500句の応募があり、山形県内の受賞者は山寺中生
徒の２人のみでした。

最優秀賞…布施 聖
ま

長
な

翔
と

さん（山寺中２年）

優 秀 賞…中嶋　希
のぞ

美
み

さん（山寺中３年）

May sunshine
  waiting for food   in the swallow's nest

the sun is twinkling
  a cup of sunshine    flows into a tulip

（五月晴れ　えさを待つ口　つばめの巣）

（日の光　キラキラそそがれ　チューリップ）

・
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球
選
手
権
大
会〈
大
阪
市

〉

　
　

山
寺
小
六
年
　
　

遠
藤
海
翔（
川
原
町

）

・
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権〈
京
都
市

〉

　
　

東
北
大
学
三
年
　

遠
藤
幸
奈（
南
院
）

・
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権〈
福
島
〉

・
全
日
本
新
体
操
チ
ャ
イ
ル
ド
選
手
権〈
東
京
〉

　
　

山
寺
小
六
年
　
　

武
田
彩さ

希き

（
宮
崎
）

〈
敬
称
略
〉

　

荒
谷
地
区
と

山
寺
地
区
は
、

遠
い
昔
、「
阿

蘇
郷
」
と
呼
ば

れ
、
宝
珠
山
立

石
寺
の
寺
領
で
あ
っ
た
。

　

明
治
21
年
８
月
１
日
付
の
自
治
制
度
施

行
で
、
荒
谷
村
は
山
寺
村
と
合
併
し
た
。

そ
の
後
、
荒
谷
と
山
寺
は
同
じ
学
び
舎
で

「
同
郷
の
よ
し
み
」
を
育
ん
で
き
た
。

　

昭
和
31
年
６
月
１
日
に
、
荒
谷
地
区
と

山
寺
地
区
は
、
同
じ
学
び
舎
（
山
寺
小
学

校
、
中
学
校
）
で
勉
学
で
き
な
く
な
る
分

村
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を
し
た
。

　

新
関
孝
夫
氏
は
、
上
荒
谷
の
同
級
生
東

海
林
敏
雄
氏
他
３
名
で
編
集
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
山
寺
小
学
校
に
勤
め
ら
れ
た
村

形
貞
英
氏
（
荒
谷
出
身
）
の
遺
稿
「
荒
谷

の
あ
ゆ
み
・
六
冊
」
を
、昨
年
六
月
に
「
荒

谷
風
土
記
」
と
し
て
上
梓
し
た
。
山
形
新

聞
等
に
、
そ
の
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
。
監
修

を
担
当
さ
れ
た
新
関
氏
は
「
編
集
を
通
し

て
、
か
つ
て
同
村
の
仲
で
あ
っ
た
荒
谷
地

区
に
こ
ん
な
に
も
豊
か
な
歩
み
が
あ
っ
た

と
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
す
。

　

立
石
寺
の
寺
領
、
か
つ
て
同
じ
村
で
あ

っ
た
「
荒
谷
地
区
の
歴
史
」
に
興
味
と
関

心
を
お
持
ち
の
方
は
、
是
非
、
一
読
を
お

奨
め
し
た
い
郷
土
誌
で
あ
る
。

吉村美栄子山形県知事、無投票で３選が決まった（2017.1.5）
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お
誕
生

お
誕
生

  

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う
!!!!

 

〈
馬
　

形
〉

 

・
遠
藤
　

貴
久
氏 

長
女

　
　
　

葉は
　

月づ
き

　

さ
ん

　

 

〈
川
原
町
〉

 

・
安
岡
　
　

祥
氏 

長
男

　
　
　

陽ひ
な

　

太た
　

さ
ん

　

 

〈
宮
　

崎
〉

 

・
矢
萩
　

一
春
氏 

二
女

　
　
　

冬ふ
ゆ

　

華か
　

さ
ん

　

 

〈

中
地
蔵
〉

 

・
村
並
　

洋
平
氏 

三
男

　
　
　

虹こ
　

歌う
た

　

さ
ん

　

平
成
二
十
八
年
生
ま
れ

第1回芝ざくら写真コンテスト
　　　　　　　　グランプリ賞

石川進一さん（中地蔵）

応
援
し
よ
う

山
寺
の
若
者
を
!!

後藤 亮介さん
（千手院）

布施 隼人さん
（地蔵堂）　

サ
ッ
カ

ー
の
ス
タ

ン
ド
か
ら
、

体
を
揺
が

す
応
援
が

湧
き
あ
が
る
。
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
裏

の
ス
タ
ン
ド
で
は
大
応
援
旗
が
乱

舞
す
る
。

　

隼
人
君
が
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
応
援
で

大
応
援
旗
を
振
り
始
め
て
早
や
15
年
。

今
年
も
、
ピ
ン
ク
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿

躍動する大応援旗、
　隼人君の笑顔輝く　

平
成
28
年
10
月
22
日
～
24
日
、
岩

手
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
16
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
、
千
手

院
地
区
の
後
藤
亮
介
（
28
歳
）
さ
ん

は
、
円
盤
を
投
げ
る
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
種
目
に
出
場
。
障
害
別
の
グ

ル
ー
プ
で
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
大

会
関
係
者
の
注
目
を
集
め
た
。

　

亮
介
さ
ん
は
幼
少
の
頃
、
不
慮
の

事
故
で
障
害
を
負
っ
た
が
前
向
き
な

意
識
の
強

い
若
者
に

育
っ
た
。

　

小
学
校

の
頃
、
野

球
に
取
組

亮介さん、
　堂々の栄冠『銅メダル』

み
左
手
の
不
自
由
さ
を

克
服
し
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
掴
ん
だ
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
、

職
場
の
上
司
が
勧
め
て

く
れ
た
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
競
技
に
取
り
組

ん
だ
。
持
ち
前
の
前
向

き
さ
で
上
達
。
一
年
足

ら
ず
で
、
堂
々
の
銅
メ

タ
ル
に
輝
く
。

　

亮
介
さ
ん
は
、「
次

回
大
会
で
の
金
メ
タ
ル

獲
得
を
め
ざ
し
、
練
習

に
励
み
た
い
」
と
、
笑

顔
で
語
る
。

※フライングディスク競技
・　直径23㎝、重量100ｇ±5ｇのプラステック製円盤を定められ
　た位置に投げ入れ、その正確さと飛距離を競う競技。
・　障害区分や男女の区別なく行う競技や男女別の立位、男女別
　の座位（車椅子などに乗り投げる）で競い合う競技もある。

で
、
青
色
の
大
応
援
旗
を
振
る
布
施
隼

人
君
が
注
目
の
的
。

　

応
援
旗
を
振
っ
て
の
応
援
を
、
い
ち

早
く
始
め
た
隼
人
君
。

　

他
の
チ
ー
ム
の
応
援
団
も
大
旗
を
振

る
よ
う
に
な
っ
た
。
応
援
旗
を
林
立
さ

せ
て
の
応
援
は
ス
タ
ン
ド
を
揺
さ
ぶ
り
、

皆
で
歌
う
応
援
歌
が
一
段
と
力
強
く
盛

り
上
が
る
。

　

隼
人
君
、
不
自
由
な
耳
の
悩
み
を
忘

れ
、
大
応
援
旗
を
振
る
。
隼
人
君
の
姿

が
躍
動
し
、
満
面
の
笑
顔
が
輝
く
。

毎
日
新
聞
社
提
供

矢萩 政美　　 　　
　 　あき子 ご夫妻

（宮　崎）

安藤 利雄 　　
　　　 嘉子 ご夫妻

（馬　形）

お
め
で
と
う

 

金
婚
さ
ん

山形県の山岳信仰の山として“やまでら天台のみち”が選ばれている（根本中堂東千手院本堂の奥から馬口岩までの道）
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編
集
後
記

毎年発行予定・保存しておきましょう。

　

平
成
28
年
は
、
自
然
災
害
等
の
多
い

年
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
リ
オ
・
五
輪
で

の
活
躍
、「
勇
気
と
希
望
」
を
貰
い
奮

い
立
た
せ
る
活
動
の
多
い
年
で
も
あ
っ

た
★
私
た
ち
編
集
委
員
は
、
山
寺
の
皆

さ
ん
が
記
憶
し
、
記
録
に
留
め
て
お
き

た
い
「
山
寺
の
出
来
事
」
を
厳
選
し
「
宝

珠
の
し
ず
く
」
21
号
に
編
集
し
た
★
是

非
、ご
感
想
、ご
意
見
を「
や
ま
で
ら
館
」

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
★
今
年
、
山
寺
が

慶
事
の
多
い
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

　

編
集
委
員

　

新
関
　

孝
夫
　

　

布
施
　

晶
嗣

　

笹
原
　

永
吉
　
　

後
藤
　
　

久

焔
石
川
　

進
一
　
　

遠
藤
ま
き
子

　

佐
藤
　

正
紀

　

平
成
28
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
『
昔も

と

か
ん

ば
ん
娘
の
お
す
す
め
マ
ッ
プ
』
英
語
版
完

成
。

　

翻
訳
は
リ
サ
・
ソ
マ
ー
ズ
氏
の
指
導
。

マ
ッ
プ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
デ
ザ
イ
ン
は
す

べ
て
、「
昔も

と

か
ん
ば
ん
娘
」
女
性
等
の
考

案
手
書
き
。〝
か
わ
い
い
〟〝
わ
か
り
や
す

い
〟
と
、
上
々
の
評
判
。

英語版『マップ』大好評!!

　

山
寺
観
光
協
会
婦
人
部
は
、「
山
寺
を

訪
れ
る
観
光
客
に
、
日
本
の
ひ
な
飾
り
の

華
や
か
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
、
根
本

中
堂
に
〝
傘
福
〟
一
対
を
奉
納
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
婦
人
部
傘
福
製
作
講
座

に
、
山
寺
地
内
の
20
数
名
が
参
加
。
お
ひ

な
様
研
究
家
安
部
英
子
氏
の
指
導
の
も
と

製
作
。

　

初
め
て
参

加
し
た
伊
藤

京
子
さ
ん
は
、

「
中
吊
り
六

つ
花
飾
り
の
、

一
つ
一
つ
の

花
び
ら
に
綿

を
詰
め
て
形

を
作
っ
て
い

く
過
程
が
大
変
む
ず
か
し
か
っ
た
。
ま
た
、

切
り
込
み
を
入
れ
、
色
と
り
ど
り
の
布
を

組
み
合
わ
せ
て
い
く
大
吊
り
ま
り
飾
り
は
、

緊
張
の
連
続
。
二
つ
の
飾
り
が
完
成
し
た

時
は
う
れ
し
く
て
、言
葉
が
出
な
か
っ
た
」

と
、
満
面
の
笑
顔
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
の
ぎ

っ
し
り
詰
ま
っ
た
〝
傘
福
〟。
観
光
山
寺

振
興
の
弾
み
に
な
れ
ば
と
期
待
膨
ら
む
。

山
寺
の
皆
さ
ん
も
、
是
非
、
見
で
け
ら
っ

し
ゃ
ー
い
概

☆
吊
る
し
雛
の
風
習
は
、
全
国
で
も
珍
し

く
、山
形
県
で
は
〝
傘
福
〟
と
呼
び
、様
々

な
意
味
合
い
の
縁
起
物
を
吊
り
下
げ
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。

※
山
寺
観
光

協
会
婦
人
部

傘
福
製
作
講

座
は
、「
山
寺

観
光
情
報
発

信
事
業
」
の

一
つ
と
し
て

実
施
さ
れ
た
。

ー山寺観光協会－

「「
傘
福
傘
福
」で」で

  
お
も
て
な
し

お
も
て
な
し

市
民
企
画
展

「
絵
葉
書
写
真
」に
見
る

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
山
寺
の
姿

　

「
も
う
一
度
来
て
も
ら
え
る
」
山
寺
づ

く
り
を
求
め
て
。
か
つ
て
の
絵
葉
書
を
拡

大
し
展
示
。「
こ
ん
な
だ
っ
た
ん
だ
…
概
」

リオデジャネイロオリンピックで日本勢大活躍!!


